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文章生成機能で作ったぺージ

　
ニ
フ
テ
ィ
が
運
営
す
る
国
内
最
大
級
の
温
浴
施
設
口
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト

「
＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
」
は
温
浴
施
設
が
手
軽
に
情
報
発
信
を
行
え
る
新
サ

ー
ビ
ス
「
ニ
フ
パ
ス
」
を
開
始
し
た
。
ニ
フ
パ
ス
を
使
っ
て
集
客
に
成
功
し

た
施
設
に
話
を
伺
い
、
ニ
フ
パ
ス
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
。

湯の花茶屋　新左衛門の湯
山形県山形市蔵王温泉川前
☎（）

地酸性の湯は肌がすべすべ
になると好評。十割そばや山
形牛など地元の食材を使っ
た食事も充実している

　
「
湯
の
花
茶
屋
　
新
左
衛

門
の
湯
」
（
山
形
県
蔵
王
温

泉
）
は
、
蔵
王
の
温
泉
街
に

位
置
す
る
、
源
泉
か
け
流
し

の
日
帰
り
温
浴
施
設
。
周
辺

に
は
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
立
ち

並
び
、
春
～
夏
は
登
山
、
秋

は
紅
葉
、
冬
は
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
だ
観
光
客
が
立
ち
寄

る
。
山
形
市
内
か
ら
は
車
で


～

分
と
立
地
に
恵
ま

れ
、

～

代
を
中
心
に
年

間
８
万
人
が
訪
れ
る
。

　
同
施
設
で
ウ
ェ
ブ
を
使
っ

た
販
促
を
担
当
し
て
い
る
の

は
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
榊

枝
利
明
さ
ん
。
「
ニ
フ
パ
ス

を
使
い
始
め
て
か
ら
、
忙
し

い
業
務
中
で
も
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
投

稿
回
数
が
増
え
た
」と
語
る
。

　
榊
枝
さ
ん
が
昨
年
４
月
に

入
社
し
た
当
時
、
同
施
設
は

ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
宣
伝
は
ブ

ロ
グ
し
か
行
っ
て
い
な
か
っ

た
。
入
社
前
か
ら
個
人
的
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
た
榊

枝
さ
ん
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
っ
た
販

促
を
提
案
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
原
稿

は
各
部
署
の
担
当
者
が
作
成

し
、
更
新
作
業
は
す
べ
て
榊

枝
さ
ん
が
行
っ
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
少
し

ず
つ
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

「
い
い
ね
」
が
増
え
、
閲
覧

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
閲
覧
者
の
出
身
地
な
ど

も
わ
か
り
、
営
業
の
参
考
に

も
な
っ
た
。

　
「
ブ
ロ
グ
だ
と
情
報
を
発

信
す
る
だ
け
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

だ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
」
と
榊
枝
さ
ん
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
を
実
感
し
な

が
ら
も
１
回
の
更
新
に

～


分
も
か
か
る
作
業
を
効
率

的
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
「
ニ
フ
パ
ス
」
と
出
会

っ
た
。

　
社
長
の
佐
藤
博
明
さ
ん
か

ら
「
山
形
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
販
促

を
行
っ
て
い
る
温
浴
施
設
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
最
先
端
の

ニ
フ
パ
ス
を
使
っ
て
、
仕
掛

け
て
い
き
た
い
」
と
ニ
フ
パ

ス
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
た
。

　
＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
の
ニ

フ
パ
ス
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
連
動
し

て
い
る
の
で
、
＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ

ｙ
温
泉
に
投
稿
し
た
記
事
が

同
時
に
両
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
さ

れ
る
。
作
り
も
シ
ン
プ
ル
な

の
で
誰
で
も
短
時
間
で
投
稿

が
で
き
る
。
「
以
前
の
投
稿

作
業
よ
り
手
間
が
２
～
３
段

階
減
っ
た
の
で
、
１
回
に
か

か
る
時
間
が
５
～

分
に
な

っ
た
。投
稿
回
数
も
増
え
た
」

と
榊
枝
さ
ん
。

　
ニ
フ
パ
ス
に
は
三
～
八
つ

の
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
文

章
を
作
成
し
て
く
れ
る
文
章

生
成
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
「
新
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介

な
ど
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
統
一

し
た
い
文
章
の
と
き
は
大
変

便
利
。
自
分
で
書
く
よ
り
も

見
た
目
も
綺
麗
に
仕
上
が

る
」
と
文
章
生
成
機
能
に
も

満
足
し
て
い
る
と
語
る
。

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い
人
で
も

～

分
の

講
習
で
使
え
る
よ
う
に
な

る
。
今
後
は
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
更
新
し
て
い
き
た
い
」
と

１
日
１
更
新
を
目
標
に
す
る

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
か
つ
て
は
旅
館
で
「
ワ
イ

ン
あ
り
ま
す
か
」と
聞
く
と
、

「
エ
ッ
！
」
と
い
う
顔
を
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
大

抵
の
宿
に
ワ
イ
ン
が
置
い
て

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
地
の

地
酒
も
お
い
し
い
。
け
れ
ど

も
酔
い
心
地
が
一
番
体
に
合

っ
て
い
る
か
ら
か
、
筆
者
は

超
が
つ
く
ワ
イ
ン
好
き
。
だ

か
ら
、洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

食
事
の
時
に
ワ
イ
ン
が
あ
る

と
最
高
に
う
れ
し
い
の
だ
。

　
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
嗜し

好こ
う

だ
が
、
和
食
と
ワ
イ
ン
っ

て
、
と
て
も
合
う
と
思
う
。

「
牡か

蠣き

と
シ
ャ
ブ
リ
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
シ
ャ
ブ
リ

の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
酸
味
が
、

牡
蠣
の
う
ま
味
を
一
層
際
立

た
せ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
白

ワ
イ
ン
は
殺
菌
効
果
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
。
牡
蠣
で
な

く
と
も
生
も
の
を
食
べ
る
時

に
白
ワ
イ
ン
を
飲
む
の
は
、

合
理
的
と
い
え
よ
う
。

　
焼
き
物
や
揚
げ
物
に
は
、

赤
ワ
イ
ン
を
い
た
だ
き
た
く

な
る
。
こ
の
時
期
旬
の
サ
ン

マ
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
な
ど
、

軽
め
だ
が
深
い
味
わ
い
の
赤

ワ
イ
ン
は
ワ
タ
の
苦
味
と
ピ

ッ
タ
リ
だ
し
、
口
の
中
の
余

計
な
脂
を
ほ
ど
良
く
洗
い
流

し
て
く
れ
る
。
油
脂
と
の
相

性
で
い
え
ば
、
天
ぷ
ら
と
赤

ワ
イ
ン
も
よ
く
合
う
。
赤
ワ

イ
ン
で
口
中
の
油
が
サ
ッ
パ

リ
す
る
の
か
、
つ
い
つ
い
食

べ
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
ボ
デ
ィ
ー
の
し
っ
か
り
し

た
赤
ワ
イ
ン
と
ウ
ナ
ギ
の
か

ば
焼
き
も
合
う
。
ウ
ナ
ギ
自

体
に
脂
が
乗
っ
て
い
る
上
、

か
ば
焼
き
の
タ
レ
に
も
そ
の

脂
が
溶
け
込
ん
で
い
る
。
濃

厚
な
そ
の
味
わ
い
を
引
き
立

た
せ
つ
つ
、
し
ょ
う
ゆ
と
砂

糖
の
甘
辛
さ
を
調
和
さ
せ
る

の
は
、
重
く
て
ふ
く
よ
か
な

赤
ワ
イ
ン
だ
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
筆
者
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
銀
座
東
武
ホ
テ

ル
内
「
銀
座
で
和
食
　
む
ら

き
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
銀

座
で
気
軽
に
和
食
と
ワ
イ

ン
」
。
バ
ル
サ
ミ
コ
ソ
ー
ス

を
添
え
た
「
生
湯
葉
と
蕪か

ぶ

の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
や
鶏
ひ
き

肉
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
鶏
の

ふ
わ
ふ
わ
青
紫し

蘇そ

包
み
揚

げ
」
な
ど
、
和
の
テ
イ
ス
ト

を
残
し
つ
つ
、
ワ
イ
ン
の
ツ

マ
ミ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し

た
。

　
目
玉
は
「
ワ
イ
ン
と
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
会
席
」
。
先
付
・

向
付
・
鉢は

ち

肴ざ
か
な

・
強し

い

肴ざ
か
な

・
揚

げ
物
と
い
っ
た
会
席
料
理
コ

ー
ス
な
の
だ
が
、
こ
の
１
品

ず
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
が
つ
い
て
い

る
。
「
鯛
の
焼
物
柚ゆ

子ず

胡こ

椒ょ
う

ソ
ー
ス
」
に
は
シ
ャ
ル
ド

ネ
、
「
あ
ん
肝
入
り
自
家
製

飛
龍
頭
（
ひ
り
ゅ
う
ず
＝
が

ん
も
ど
き
）
」
に
は
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
と
い
っ
た
あ
ん
ば

い
。

　
ま
ず
は
ワ
イ
ン
を
選
び
、

合
う
料
理
を
中
村
裕
俊
料
理

長
と
相
談
し
な
が
ら
考
え

た
。
手
前
み
そ
だ
が
、
ワ
イ

ン
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
バ
ッ

チ
リ
だ
と
思
う
。

　
中
で
も
イ
チ
オ
シ
な
の

が
、
お
造
り
と
合
わ
せ
て
い

る
「
キ
ム
ラ
・
セ
ラ
ー
ズ
」

の
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ

ン
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

渡
っ
て
醸
造
学
を
学
び
、
現

地
で
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
一
か

ら
始
め
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
立

ち
上
げ
た
、
木
村
滋
久
氏
が

造
る
こ
の
ワ
イ
ン
、
グ
ラ
ス

か
ら
立
ち
上
る
芳
醇
な
香
り

と
爽
や
か
な
味
わ
い
が
素
晴

ら
し
い
逸
品
だ
。

　
日
本
人
が
海
外
で
造
っ
た

ワ
イ
ン
を
、
日
本
で
和
食
と

楽
し
め
る
な
ん
て
、
こ
れ
も

時
代
の
流
れ
な
の
だ
と
感
慨

深
い
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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薄
型
構
造
実
現

映
像
も
美
し
い

■
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
ブ
レ
イ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は

日
、

フ
ル
Ｈ
Ｄ
対
応
大
型
液
晶
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
新
製
品
と
し

て
、

型
「
Ｌ
Ｃ
Ｄ
―
Ｅ
５

５
４
」
＝
写
真
、

型
「
Ｌ

Ｃ
Ｄ
―
Ｅ
４
６
４
」
、

型

「
Ｌ
Ｃ
Ｄ
―
Ｅ
４
２
４
」
を

発
売
す
る
。

　
新
製
品
は
、
ス
リ
ム
べ
ゼ

ル
（
狭
額
縁
）
と
奥
行
き


・
８
㍉
と
い
う
薄
型
構
造
を

実
現
し
た
大
型
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
で
の
設
置
や
洗
練
さ
れ
た

オ
フ
ィ
ス
空
間
で
、
雰
囲
気

に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
美
し

い
映
像
表
示
が
特
長
だ
。

　
さ
ら
に
ス
テ
レ
オ
ス
ピ
ー

カ
ー
を
内
蔵
し
て
い
る
の

で
、
遠
隔
地
と
の
テ
レ
ビ
会

議
、
企
業
の
ロ
ビ
ー
の
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
、
学
校
の
教
室
で

の
音
声
付
き
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
表
示
な
ど
、
幅
広
い
用
途

で
使
用
で
き
る
。

　
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の

採
用
で
、
省
電
力
と
水
銀
レ

ス
を
実
現
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
モ
ニ
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
（
９
７
５
）
３
８
０
。

　
日
本
音
楽
著
作
権
（
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ
ど
、

今
年
９
月
期
の
分
配
実
績
額

を
公
表
し
た
。
発
表
に
よ
る

と
、
同
期
実
績
額
は
２
６
３

億
２
千
万
円
で
、
前
年
同
期

比
１
・
６
％
、
４
億
４
千
万

円
の
減
少
だ
っ
た
。
６
月
期

と
合
わ
せ
た
今
年
上
半
期
の

実
績
額
は
５
２
７
億
８
千
万

円
（
同
１
・
８
％
、
９
億
４

千
万
円
増
）
だ
っ
た
。

　
内
訳
を
み
る
と
、
演
奏
分

野
で
は
「
演
奏
会
等
」
が
、

使
用
料
規
定
の
経
過
措
置
が

昨
年
３
月
で
終
了
し
、
適
用

料
率
が
４
％
か
ら
５
％
に
上

が
っ
た
こ
と
に
加
え
、
催
物

件
数
の
増
加
に
よ
り
分
配
額

の
伸
び
が
続
い
て
い
る
。

「
カ
ラ
オ
ケ
」
は
、
社
交
場

の
市
場
縮
小
が
続
く
一
方

で
、
歌
唱
室
の
契
約
件
数
が

増
え
た
。
「
放
送
等
」
は
、

民
放
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
使
用

料
増
が
反
映
さ
れ
た
。

　
録
音
分
野
は
「
オ
ー
デ
ィ

オ
デ
ィ
ス
ク
」
が
、
Ｃ
Ｄ
の

ヒ
ッ
ト
作
の
影
響
で
前
年
を

上
回
っ
た
。
「
ビ
デ
オ
グ
ラ

ム
」
は
、
音
楽
ビ
デ
オ
、
ゲ

ー
ム
・
パ
チ
ン
コ
と
も
に
好

調
だ
っ
た
。

　
複
合
分
野
は
「
通
信
カ
ラ

オ
ケ
」
が
、
情
報
料
が
高
い

新
機
種
へ
の
入
れ
替
え
が
進

み
、
使
用
料
増
に
つ
な
が
っ

た
。
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

配
信
」
は
、
映
画
や
ゲ
ー
ム

な
ど
動
画
配
信
に
伴
う
音
楽

利
用
は
増
え
て
い
る
が
、
携

帯
電
話
向
け
配
信
や
着
信
音

サ
ー
ビ
ス
の
市
場
縮
小
が
続

き
、
分
配
額
の
減
少
が
続
い

て
い
る
。

ビ
ー
ル
や
洋
酒

ワ
イ
ン
も
用
意

■
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は

月
１

日
、
今
年
の
歳
暮
期
の
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

２
０
１
３
」
を
発
売
す
る
。

　
今
期
の
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の

う
ち
ビ
ー
ル
ギ
フ
ト
は
、
中

元
期
に
好
評
を
得
た
ア
サ
ヒ

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
プ
レ
ミ
ア

ム
缶
ビ
ー
ル
セ
ッ
ト
＝
写
真

＝
を
、
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
セ
ッ
ト
と
と
も
に

ア

イ
テ
ム
を
展
開
す
る
。

　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

・
ド
ラ
イ
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
ッ

ト
は
、
ギ
フ
ト
だ
け
の
特
別

限
定
醸
造
。素
材
を
厳
選
し
、

醸
造
工
程
で
ひ
と
手
間
か
け

た
同
社
こ
だ
わ
り
の
〝
贅
沢

（
ぜ
い
た
く
）
醸
造
〟
を
取

り
入
れ
た
。

　
こ
の
他
、
カ
ル
ピ
ス
や
果

汁
１
０
０
％
の
ウ
ェ
ル
チ
を

詰
め
合
わ
せ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
セ
ッ
ト
、
洋
酒
と
ワ
イ

ン
の
セ
ッ
ト
も
引
き
続
き
用

意
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
お
客
様
相
談
室
☎

０
１
２
０
（
０
１
１
）
１
２

１
。芳

醇
な
味
わ
い

調
和
を
楽
し
む

■
ウ
イ
ス
キ
ー

　
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
は

月

５
日
、
ウ
イ
ス
キ
ー
「
響
Ｍ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｙ
」
＝
写
真
＝
を
数
量
限

定
発
売
す
る
。

　
「
響
」
は
１
９
８
９
年
、

サ
ン
ト
リ
ー
創
業

周
年
を

記
念
し
て
発
売
し
た
同
社
最

高
峰
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ウ
イ
ス

キ
ー
。

　
今
回
限
定
発
売
す
る
商
品

は
、
同
社
の
ウ
イ
ス
キ
ー
原

酒
の
品
質
の
高
さ
と
ブ
レ
ン

ダ
―
の
匠
の
技
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
特
別
ブ
レ

ン
ド
し
た
も
の
。「
響

年
」

を
ベ
ー
ス
に
、

年
を
超
え

る
長
期
熟
成
の
「
山
崎
モ
ル

ト
原
酒
」
や
「
知
多
グ
レ
ー

ン
原
酒
」
な
ど
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
い
る
。

　
商
品
名
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
」
は
滑
ら
か
な
口
当
た
り

と
芳
醇
な
味
わ
い
を
、
「
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
」
は
響
ブ
ラ

ン
ド
の
特
長
の
「
調
和
」
を

表
現
し
て
い
る
。

　
全
国
４
千
本
限
定
販
売
。

７
０
０
㍉
入
り
で
希
望
小
売

価
格
１
万
３
千
円
。
問
い
合

わ
せ
先
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
お

客
様
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（
１
３
９
）
３
１
０
。

温
泉
批
評

双
葉
社

　
温
泉
雑
誌
が
書
店
に
多
く

並
ぶ
秋
。
眺
め
の
い
い
露
天

風
呂
や
豪
華
な
食
事
の
写
真

が
満
載
だ
が
、
温
泉
好
き
の

読
者
を
本
当
に
満
足
さ
せ
る

情
報
は
本
当
に
そ
こ
に
あ
る

か
。

　
美
し
い
グ
ラ
ビ
ア
写
真
こ

そ
少
な
い
が
、
素
朴
な
疑
問

に
耳
を
澄
ま
せ
、
現
場
を
歩

い
て
生
の
声
を
聞
き
、
必
要

で
あ
れ
ば
書
き
に
く
い
こ
と

に
も
ズ
バ
ッ
と
斬
り
込
ん
で

い
る
。

　
「
混
浴
は
絶
滅
す
る
の
か

？
」
と
い
っ
た
デ
ィ
ー
プ
な

話
題
か
ら
、
気
軽
に
読
め
る

「
ケ
ロ
リ
ン
桶
の
秘
密
」
ま

で
、
多
彩
な
温
泉
の
話
題
を

提
供
し
て
い
る
。

　
松
田
忠
徳
、
郡
司
勇
、
石

川
理
夫
、
岩
佐
十
良
の
各
氏

ら
、
主
要
な
温
泉
評
論
家
や

ラ
イ
タ
ー
た
ち
が
寄
稿
し

た
。

　
こ
の
秋
、
温
泉
旅
行
に
持

っ
て
い
っ
て
、
じ
っ
く
り
読

み
た
い
１
冊
だ
。

　
発
行
は
双
葉
社
。Ａ
５
判
、

１
４
４
㌻
。
８
８
０
円
（
税

込
み
）。問
い
合
わ
せ
先
は
、

ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
☎
０
１
２

０
（
２
９
）
９
６
２
５
。


